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「例年なら」という言葉を、今年度何度聞いたかわからない状況になっています。このコロナ禍

の影響は本当にたくさんありすぎるぐらいで、児童生徒のみなさん、そして保護者の皆様には

様々な面で御協力をいただきました。大変感謝しているところです。

そのような中ではありましたが、学校は少しずつ前に進むことができました。特に「たけまつり」に

関しては、各学部を３つの集団に分け、密にならないように心がけながら、それでも児童生徒の

活躍のシーンを少しでも多く御家族の皆様に見ていただくことはできないかと考え、開催いたしま

した。御家族からは、「子どもたちの様子を近くからしっかり見られたので、とても良かったです。」

「校内販売をしていただいて、製品を生徒が一生懸命販売する姿が見られました。」といった感

想をいただき、学校としてもほっとしているところです。PTA本部の方を中心に、販売ブースに必

要なパーテーションを作っていただき、本当にありがとうございました。ただ、「ライブ配信をした方

が良かったのでは。」といった反省もありますので、今後は少しでも御家庭とつながる方法を考え

ていきたいと思います。

また、共同及び交流学習についても、少しずつそして小集団ではありますが、再開し始めました。

特に、スクールパートナーである京都八幡高等学校とは、来校していただいたり、リモートでつな

がったり、南キャンパスの体育祭でダンスを一緒にしたりと、お互いを理解し合う時間を作ること

ができました。まだまだ、回数としては少ないですが、やはり「つながっている」姿を見ることができ

るようになったことに嬉しさを感じます。また、校外では、近隣の喫茶店「四季折々の花たち」の

ギャラリースペースをお借りし、「八幡支援学校美術館」として生徒が授業で取り組んだ作品を

展示していただいています。あわせて、リモートで学校とお店を繋ぎ、展示していただいたお礼を

伝え、交流も行うことができました。

３学期には、どのような状況になっているかは想像できませんし、緊急の対応等を取らなけれ

ばならないことが起こるかもしれません。できる限り早く情報をお伝えしながら、このコロナ禍の中、

子ども達、学校そして保護者や地域が「つながり・チャレンジ」し、今後も協力し合いながら、この

大変な時期を乗り越えていくことができればと考えています。どうぞよろしくお願いいたします。

学校教育活動への御協力に感謝いたします

京都府立八幡支援学校 校長 尾崎伸次



２学期の学習を振り返って
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12 火 身体測定（高等部）、給食開始

13 水 身体測定（肢体クラス）

14 木 入学選考（福祉総合科）、高等部休校日（入学選考のため）、身体測定（小学部）

15 金 入学選考（福祉総合科）、身体測定（中学部）

18 月 身体測定（中学部）

19 火 入学選考追検査（福祉総合科）、身体測定（高等部）

20 水 入学選考（普通科）

21 木 入学選考（普通科）

22 金 内部生体験学習（小学部児童対象）

25 月 職場実習（高等部２年） ～2/5

27 水 入学選考二次（高等部普通科）

＜修学旅行＞
感染症の広がりから、一時は今年度の実施を見送る考えもありましたが、目的
地と日程を改め、10月22日から１泊２日で「淡路島」への旅行を実施しました。
遠いところ、楽しいところは他にもたくさんあったかもしれませんが、「今年は行け
るだけでも良かったな」と言ってくれる生徒もおり、小さな中にも笑顔いっぱいの修
学旅行が無事に終了いたしました。
きれいな部屋に温かい温泉、淡路牛のおいしさ、いい思い出です。
今学期は、コロナ禍の中、他に「たけまつり」も行いました。保護者の皆様には
大変御心配をおかけしましたが、感染症対策に御協力いただき誠にありがとうご
ざいました。
来学期もどうぞよろしくお願いいたします。

例年とは違った２学期も終わろうとしています。その中でも元気に学校生活を過ごし、たく
ましく成長していく姿に子どもたちの力を実感する毎日です。
３日間開催になったたけまつりでは、各グループでの発表を行いました。日々の学習の

成果を保護者の前で発表できたのではないかと考えています。多くの方に発表を応援して
いただきとても感謝しております。
これまで当たり前に実施していた、参観や校外学習は制限を設けた中での実施となりま

した。10月から11月にかけて校外学習を実施し、１～２組はロゴスランド、３～５組は八幡
市民体育館スポーツ公園、６～８組は長岡京市へ芋掘りに、それぞれスクールバスに乗っ
て行きました。いずれも午前中だけの活動とし、学校に戻って給食を食べました。そのため
例年よりは短い活動時間となりましたが、子ども達は楽しく校外での活動に取り組むことがで
きました。
なかなか先を見通すことが難しい毎日ですが、感染症対策を行いながらも楽しい学校生
活となるよう１月からも教育活動を続けていきたいと考えています。

「コロナ禍の交流」として、従来とは違う形の交流を考え、２学期にはいくつか実
行することができました。
まず、直接の交流として、八幡市の俳句サークル「だんだん句会」の方々をお
招きして俳句を教わりました。生徒達の作品一つ一つにアドバイスをいただきまし
た。
京都八幡高等学校の北キャンパスとはオンラインで教室をつな
ぎやりとりをする「リモート交流」をしました。本校３年生からの質問
に高校生も盛り上がっていました。
地域の喫茶店「四季折々の花たち」には「八幡支援学校美術館」
とのコーナーに中学部生徒の作品を展示していただいています。
喫茶店を経営されているご夫婦とリモートでつながりお礼を伝えま
した。


